
100点をもって満点、60点をもって合格とし、60点未満を不合格とする

講師名

科目目標

１．治療的環境の意味が分かり、精神看護の特殊性を理解できる。
２．対象の特徴を理解し、個々に応じた看護過程が展開できる。
３．社会復帰に向けた取り組みについて理解できる。
４．対象との関りをプロセスレコードをとおして、自己洞察し自己の傾向を知る
　　事ができる。

講義形態 ②実習・実技

講義内容

１．精神看護の特殊性
２．対象の理解
３．対象に応じた看護過程の展開
４．社会復帰に向けた援助
５．自己洞察と対人関係技能の向上

【テキスト／参考文献】

【評価】

専任教員

分野 専門分野 科目名 精神看護学実習

時間 132時間 開講時期 3年次（前期）


